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きらめく人、ときめく心

☆今回のきらめく人 鎌倉 幸子さん （かまくらさちこ株式会社 代表取締役）

帰国し、シャンティ国際ボランティア会の東京事務所で働いていた

頃、東日本大震災が発生しました。大きな被害があった東北地方に

「何かしたい」と思った鎌倉さんは、岩手県内40か所の仮設住宅に

本を届ける「いわてを走る移動図書館プロジェクト」を実施。

また、クラウドファンディングサービス「READYFOR」を使って

実施した「陸前高田市の空っぽの図書室を本でいっぱいにしようプロ

ジェクト」が当時の支援額日本一位になっています。

この事業は、地域の中学生・高校生を対象に、特に女性が少ないと言われる理工系の分野に目を向

け、高度な研究を行っている地域の大学を訪問し、研究の実態を学んだり、現役の大学生との交流を

行ったりしながら、将来の進路選択を考えてもらう目的で今年度初めて実施しました。

令和４年９月１１日に弘前大学を訪問した１４名の中高生は、「理工学部」と「農学生命科学部」

で行われている研究を学び、ゼミ生との交流も行いながら、大学での学びに思いを巡らせていました。

弘前大学研究体感プログラム【理工系分野女性活躍推進事業】

大学生活や大学生の時間の使い方な
ど、普段の生活では知ることができ
ないことがわかりました。

弘前市では、女性の活躍を推進するため女性の雇用環境の改善に向けた自主的な取組を実施している

企業等を「弘前市女性活躍推進企業」として認定しています。女性の雇用環境を改善させることは、企

業全体の成長、企業イメージの向上につながります。

女性活躍推進企業の申請方法や認定制度の詳細については、市のホームページをご覧ください。

○弘前市女性活躍推進企業のメリット

① 認定制度を支援している金融機関の融資制度の金利引き下げ

② 総合評価落札方式による入札の際、技術評価点として加点

③ 県や市で開催する女性活躍に関する研修等のご案内

④ 市ホームページにおいて取組内容等の掲載

⑤ 市有料広告掲載料の割引

割引される有料広告：広報ひろさき、市職員及び市立小・中学校職員グループウェア画面広告、

成人式プログラム、本庁舎車両広告

認定制度に関する情報は
コチラから

弘前市女性活躍推進企業認定制度のご紹介女性活躍推進異業種交流会「がん治療とお金のはなし」

【研究体験①】シャボン玉で火を消そう
理工学研究科 鳥飼宏之 教授

ひろさき地方創生パートナー企業「損害保険ジャパン株式会社」との共催により、働く女性の方

たちを対象に、女性活躍に関する情報の共有やネットワークの構築などを目的として女性活躍推進

異業種交流会「hirosaki smart project」を開催しました。

○留学時の出会いで人生が変わる

○バイタリティとじょっぱり精神で

【研究体験②】植物細胞をのぞいてみよう
農学生命科学部 笹部美知子准教授

鳥飼教授の専門分野は火の研究で、火災から人命を守る

ために消火を研究をしています。

今回の体験では、二酸化炭素を気体の消火剤とし、シャ

ボン玉の液体膜の中に二酸化炭素を閉じ込めて、シャボン

玉で火を消す実験を行いました。

笹部准教授の専門分野は植物細胞の発生やしくみについ

ての研究です。移動することのできない植物ですが、その

細胞はダイナミックに動き、様々な機能を発揮します。今

回の体験では、その動く細胞を顕微鏡でのぞいてみました。

参加した中高生の声

研究内容を体験するだけなく、その成果
が社会とどのように結びついているのか
知ることができてよかったです。

第７回目は、弘前市出身で国内外の図書館の整備・発展等に貢献している「鎌倉 幸子」さんを紹介

します。

鎌倉さんは、「国際協力」に関心があり、アメリカの大学に留

学しました。その時に内戦で困窮していたカンボジア留学生と出

会い、彼から紛争や貧困などが原因で学校に通えない子どもたち

に本を送り、学ぶ機会を提供している「シャンティ国際ボラン

ティア会」を教えてもらいます。言葉に関わりたいと思っていた

鎌倉さんは、いきなり同会のカンボジア事務所に連絡し、イン

ターンという形で現地で図書館を作る仕事を始めました。

○帰国後に東日本大震災を経験

現在は「かまくらさちこ株式会社」を立ち上げ、NPO等の広報業務や資金集めの支援などを行って

います。同じ高校の大先輩が主人公で、看護に命をかけた津軽女性の逞しさと優しさ、命の尊さを描く

映画「じょっぱり看護の人・花田ミキ」もプロデュース。花田さんと同じ津軽のじょっぱり精神で、鎌

倉さんがこれから益々活躍されることを期待しています。 （のん）

女性には、女性特有の不調や病気などもあり、働く場での

女性活躍を進めていくうえで、健康に関する取組を実践して

いくことはとても重要です。

交流会当日は、SOMPOひまわり生命の遠藤親さんに「意

外と知らないがん治療とお金のはなし」をテーマにご講演し

ていただき、がんになった時、仕事を辞めずに続けることが

できるのか、治療にはどのくらいの費用がかかるのかなどを

学び、健康と仕事について考えるきっかけとなりました。
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